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四條畷市スマートシティ推進フォーラム第一部 

 

 

日時：令和元年９月21日（土） 午後14時00分～午後17時00分 

 

場所：四條畷市立グリーンホール田原 

 

 
 

「スマートシティって、どんな街？」 

株式会社ウフル X United IoT Innovation Center シニアマネージャー 池澤将弘 
 

「スマートシティの実現に向けた実証実験に基づく最新研究」 

国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科 情報科学領域 助教 松

田裕貴 

 

「スマートシティにおける地域通信事業者の役割」 

近鉄ケーブルネットワーク株式会社 事業本部 IT事業推進部 部長 後藤浩司 

 

「スマートシティの住民になりませんか？」 

NECソリューションイノベータ株式会社 イノベーション戦略本部長 重松宏幸 

 

「四條畷市にぴったり！身近で楽しいスマートシティの基本大公開」 

関西電力株式会社 営業本部 地域開発部門 地域開発グループ 課長 室龍二 

 

（敬称略） 

 

 
 

司会）皆様こんにちは。 

本日はお忙しいところ、四條畷市スマートシティ推進フォーラムにご参加いただきありがと

うございます。 

司会を務めさせていただきます、私四條畷市役所田原支所の塩見と申します。本日はどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

まず最初にお配りした資料についてのご説明をさせていただきます。 

黄色い紙は質問カードとなります。第一部の講演をお聞きになり、スマートシティに対する

ご質問を書いていただき、第二部のパネルディスカッションでの参考とさせていただきたい

と考えております。 

次に、アンケート用紙でございます。ご記入いただきお帰りの際に回収箱にお入れくださ

い。これも今後の参考とさせていただきたいと考えております。 
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次に14時50分から予定しております、近鉄ケーブルネットワーク様の講演の資料となってお

ります。以上が本日の配付資料となっております。お手元にない方は受け付けの方までお申

し出ください。よろしくお願いします。 

本日のフォーラムの模様は議事録作成のため、録音、写真撮影及び後方よりビデオ撮影させ

ていただいております。撮影させてもらった映像は、編集をさせていただき、ホームページ

等での公開を予定しておりますのであらかじめご了承ください。 

 

それでは、開会にあたりまして、主催者を代表いたしまして四條畷市長東修平よりご挨拶申

し上げます。 

 

 

東）皆さんこんにちは。 

本日この田原地域で開催をさせていただきましたスマートシティ推進フォーラムにこのよう

にたくさんの皆様にお集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

会場入ってすぐ入口のところと、そしてこちらの上にちょっと今見づらくなってるんですけ

れども、四條畷スマートシティ推進フォーラムとすごくかわいらしい書道で書いていただい

ています。地域の書家の方に書いていただきました。 

またこちらのお花は地域の若手生産者の方からご提供をいただいたものです。またつい先日

もお月見泥棒と言います、この田原地域で昔から伝わる伝統文化、行事が行われました。 

それは私が市長に着任させていただいてから田原と本当に一歩一歩関わらせていただく度

に、本当に地域と人と人との顔が近くて、ふれあいも多いほんとに温かい町だなというふう

に思っております。 

それと、スマートシティがどういうふうに繋がってくるのか。 

何かこうスマートシティって聞くとですね、機械とかＡＩとかＩoＴとかそういう横文字が頭

に思い浮かぶような方もいらっしゃるかもしれないですけれども、真の目的はそこにはあり

ません。やっぱりこれから10年、20年、30年後とこの四條畷のみならず、日本の未来におい

てどうやって変化を起こしていくことが私たちが住みよい町としていけるのか、どうやって

暮らしの利便性を一歩でもよくしていけるのか。 

その一つの中にスマートシティという考え方もあるというふうに思ってます。平成29年から

田原活性化対策本部という形で地域の方々と、どんな田原の町にしていったらいいかなとい

うのを、パネルディスカッションと含めて、何回も何回も議論して参りました。これはその

うちの一つの「楽しいイベントや健康づくり」というものの未来像を絵に落とし込んだもの

になります。 

これ以外にも地域資源を活用した取り組みであったり、地域の方々が配食サービスであった

りレストランを運営しているような未来、そういう未来がいいんじゃないかというような意

見を地域の方からいただいております。行政としては、住んでる方々が描いてる未来、それ

をどうやって後押ししていけるのか、これを何よりも中心において考えてます。このスマー

トシティの取り組みも行政がこんなことしたいではなくて、地域の皆さんがこの町にこんな

ものがあったらいいな。交通手段ならこんなものがあったらいいな医療ならこんなことがで

きたらいいな。それをどんどん提案いただいてそれを実現していける下支えを行政がしてい

くと、そのような思いで、まずはフォーラムという形で皆さんの意見を聞く機会を設けさせ

ていただいたというところです。 
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冒頭からもありましたたくさん意見いただいて、それを形にしていけるよう頑張って参りま

す。また今日は行政のみならず本当に多くの民間企業の皆様にもご参画いただいておりま

す。どんどん意見をいただければというふうに思っております。結びになりますけれども本

当にこのような休日のお忙しい中、お越しいただきました衆議院議員、府議会議員、市議会

議員のご来賓の皆様方初めご参画いただきましたすべての皆様にお礼を申し上げまして、開

会の挨拶に代えさせていただきたいと思います。本日一日よろしくお願いいたします。 

 

 

司会）ありがとうございました。本日は、衆議院議員、府議会議員並びに市議会議員の皆様

にもご出席いただいております。時間の関係上、お名前のご紹介だけとさせていただきま

す。 

まず衆議院議員、藤田文武様 

大阪府議会議員、橋本和昌様 

大阪府議会議員、内海久子様 

四條畷市議会議員、島弘一様、藤本美佐子様、小原達朗様、吉田涼子様、瓜生照代様 

ありがとうございます。 

 

それでは、第一部に入って参りたいと思います。第一部では、各企業、大学からスマートシ

ティの技術についての紹介をしていきます。まず最初は株式会社ウフルＩｏＴイノベータセ

ンターの池澤将弘様から「スマートシティってどんな街？」をテーマに講演をいただきま

す。池澤さんよろしくお願いします。 

 

 

【「スマートシティって、どんな街？」株式会社ウフル X United IoT Innovation Center シニア

マネージャー 池澤将弘】 

 

株式会社ウフル池澤） 

はい皆さんこんにちは。 

びっくりしました、急に記念撮影から始まるフォーラムもなかなか珍しい、大体最後にです

ね残った人で、集まって撮るんですけども急に撮影しますってすごいとこだなと思いますけ

ども、なかなか場が温まってよかったかなと思います。 

私の方からは「スマートシティってどんな街？」ということで、皆さんにスマートシティを

ちょっと理解していただきたいなという内容をお伝えしたいと思っています。 

まずお前誰やねんっていう話なんですけれども、池澤将弘と申します。株式会社ウフルとい

うところで働いておりまして、元々ですね大阪府立高専を卒業して大阪在住でしたが、13年

ぐらい前ですかね。東京の方に転勤になりまして、その後、いろいろありまして、今ウフル

にいます。 

もともと大阪なんで基本的に大阪弁で喋りたいんですけれども、東京で長くいるとですね中

途半端関東弁になってしまうということがあって、今日先ほど皆さん議員さんが挨拶される

際に、「こんにちは（関西弁のイントネーション）」って言われたのはすごく印象的でし

た。 

東京だと皆さん、「こんにちは」って始めるんですね、最近自分も「こんにちは」って言っ
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てるのに、ちょっと残念に感じますけれども、今日は関西弁でやっていきたいなと思います

のでよろしくお願いします。 

私たちの会社を少し紹介させてください。クラウドＩｏＴデジタルマーケティングインテグ

レーターという、基本的に技術の会社であります、ウフルと申しますけれどもウフルという

会社ご存知の方ちょっと挙手いただけますか。 

はい関係者ばっかりですね、ありがとうございます。基本的に有名な会社ではありません。

300人弱のベンチャーですので、あまり皆さんも耳に入ることないんですけれどもウフルとい

う名前ですねスワヒリ語で自由を意味する社名になってまして比較的自由に何でもやらして

もらってるという会社になります。 

アジア太平洋のテクノロジー企業とかですね、日経新聞でネクストユニコーンという形で結

構業界では注目されたこともありますので、もし記憶力に余裕があれば、スマートシティの

次にですね、ウフルも覚えて帰って欲しいなというふうに思っております。 

はい。共創ということでみんなで創っていこうということでいろんなパートナーさんとお仕

事させていただいてます。 

ＮＥＣさんとかソフトバンクさんにも出資いただきまして、共創みんなでやっていこうとい

うことでＩｏＴをメインとした事業をやっております。 

どんなことやってるかと言いますとここに地方創生とか地域創生という形で今回のスマート

シティに近いものをご紹介しますけれども、各地でですね、地域の課題を解決するハッカソ

ンとかアイデアソンという取り組みをさせていただいてます。 

 

 

アイデアソン、ハッカソンいろんなとこでやってます。これ何かっていうのが後程紹介する

んですけれども、基本的には地域の課題を皆さんとともに解決するようなイベントになりま

す。 

例えば白浜町はですね、南紀白浜ボートさんと協定を結びまして白浜に観光に来るお客さん

をスマートに観光していただこうということで、空港に来れば顔認証で荷物が勝手に宿に届

くとかですね。 

宿の周りで買い物するときも顔認証で帰りに最後ホテルで決済できるとかですね、いちいち

荷物やお金を持って歩いたりしなくても勝手に周りが動いてくれる。そんなサービスを作る

ことを皆さんで取り組ませていただいてたりします。 

今回、国交省のスマートシティモデル事業ということで四條畷市さんにも一緒にやらせてい

ただくという形になりました。 

事の発端はこれですね、今年の3月４月に国交省で公募がありまして、この公募に参加するコ

ンソーシアムを立ち上げるということで、我々も参画させていただいております。 

 

結果ですねこのスマートシティ推進パートナーというものに認定されまして、「日本一前向

きコンソーシアム」ということで、ちょっとネーミングセンスはどうどうかと思いますけれ

どもそこはちょっと置いといてですね、 

四條畷市さん中心に各民間企業も入ってですね、四條畷市を盛り上げていこうという風な取

り組みをしております。 

はい、では早速本題です。スマートシティってなんでしょうというところなんですけれど

も、大体スマートシティが何となくわかってるっていう方挙手いただけますか。 
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挙げにくいですかね。分からないって人手を挙げてもらえますか。 

僕の話聞こえてない人手を挙げてもらえますか。 

おかしいですね、これで全員手が挙がるはずなんですが、緊張しないで挙げていただけたら

なと思いますけれども、スマートシティをちょっとわかりやすくですね、皆さんにお伝えし

ます。 

ですが国の説明これわかりにくいんですよね。国土交通省さんが言ってるスマートシティは

こんなやつです。都市の抱える諸課題に対してＩＣＴなどの新技術を活用しマネジメントが

行われ全体最適化が図られる持続可能な都市または地区。 

わかりにくい。 

交通とか自然とかエネルギーとか安心とかいいことばっかり書いてあります。 

なので、決して悪い取り組みではないですし、すごく前向きでポジティブなんですけれど

も、結局何すんのよというところがちょっと、いまいちわかりづらいなというのを皆さんに

お伝えしていきますが、一方総務省さん、もう少し具体的に定義されてます。 

デジタル時代に求められる都市型のまちづくりということで、いろいろ書いてありますけれ

ども、要約するとですねこういういろんな課題が今日本全体にありますと、これを解決して

いくためには、データを活用してスムーズにやっていきましょうとデータを活用したまちづ

くりが必要ですということを総務省さん言っておられます。まさにそれがスマートシティな

んですが、データを活用して効率的に課題を解決していくということがスマートシティの基

本になります。 

これですね。データを活用して、効率的に課題を解決。それってどういうことかという例を

少しご紹介します。 

例えばデータを活用して健康上の課題を解決するとデータで健康管理しようということを考

えてみてください。 

皆さんも万歩計とか活動量計とか血圧計とか、心拍数とかいろいろ計られたりしてると思う

んですけれども、それで健康管理できてますかね。 

今日一万歩いった。今日1万5千歩いえーい、で終わってません？ 

そうですよね。 

ひどい人は今日20キロ走った。 

最近10キロ走ってるとすごいじゃないですかと。でも全然痩せないですよねって言ったら、

いやもう走った後のビールが美味くてさみたいなね、全然意味ない。 

そうすると結局食べてる量とか飲んでる量もデータにしないとわかんないんですよね。 

もっとあります。検診の結果どうでしたか、ストレスはどうですか。 

会社でストレス受けると食欲なくなったり、或いはストレスを受けるとめっちゃばか飲みし

たりいろいろあると思うんですね。 

病院に行った結果や、飲んでる薬そんなもの全部データにしないと。 

皆さんの健康かっちり管理することはできないと思いませんか。ということは、人の健康デ

ータで管理するためには様々な分野の様々なデータを集めて、それを見ないといけないです

ね。これが実はスマートシティにも繋がります。 

今日こんなことがありました。私四条畷駅から、コミュニティバスに乗ってきたんですけれ

ども、乗りながらどこ走ってるか見ようと思ってグーグルマップでグリーンホール田原を検

索しました。 

四條畷市スマートシティいよいよ始動と出てくるんです。すごいと思って。 
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開始ボタンを押しますねナビの開始。そしたら、グリーンホール田原今日は閉まっていま

す。なんじゃそれみたいな。要はデータ繋がってないんですよね。Ｇｏｏｇｌｅさんが無理

やり集めたデータを無理やり表示してるんで、そんなことになるんです。やはり何で閉まっ

てるのにこんな人いるんですかっていうね、要はこういうことです。データ繋がってないっ

ていうのは全然スマートじゃないです。 

 

なぜこういうことになるかというと、今までは会社ごと或いは業界ごとに閉じられた範囲で

データを使ってきています。 

鉄道会社は自分のところの運行情報を使って皆さんにサービスを提供します。 

バスもそうです。 

タクシーもスーパーも病院も全部そうです。自分のところのデータを使ってサービス提供し

たり時刻表変えたりしています。 

ですが、これだと、利用者は結構結局不便を見たりするんですね、このバス乗った後、次の

電車どれ来るの自分で全部見ないといけないんですね。 

これからはデータを共有していきます。 

まずこのデータ連携プラットフォームっていうのはみんなデータ共有する箱にデータを入れ

るんですねみんなで 

そのデータを使って、サービスを提供します。 

そうすると、例えば、電車が止まってるのに駅行きのバスをバンバン走らせても仕方ないと

か、お客さんタクシー乗って何とか病院に行きたいって言ったけど、いやいや、そこ閉まっ

てますよと。さっきの話ですね、言ってくれたらすごい親切ですよね。でも関係ないですタ

クシーの運転手には乗ってくれればいいんです。 

そういうことじゃないんです。ここにデータを集めて、みんなで便利に使っていきましょう

っていうのが、スマートシティの基本です。 

思い当たるところないですか、ちょっと言うてくれたら良かったのにみたいな。ありますよ

ね。聞いたらやってないとか。 

お店もそうですよね。調べてオープンしてると思って言ったら、本日貸切と書いてあるんで

すね。そういうことがなくなると、すごくスマートになります。そうすると、みんなハッピ

ーですね。 

ただしこれ皆さんにも協力していただかないといけないことがあります。 

住民の皆さんのデータもここに入れる必要があるんです。 

誰がどれぐらいどこに行きたがっているかによって、そういう情報によってこういう人たち

が交通を貸してくれる。 

或いはスーパーがお店の時間を決めてくれる。 

皆さんの希望とか行動がデータになってるから、町全体がスマートなんですね。なので、皆

さんも協力してくださいねというのがスマートシティの一つ重要なポイントでもあります。 

 

分野を超えたデータを活用して課題を解決するサービスを提供していきましょうというとこ

ろです。 

この皆さんの地域の課題は何でしょうということで、過去のアンケートを拝見させていただ

きました。丸の大きいものほど皆さんが困っていると言われてることです。買い物、コミュ

ニティバス、医療。なんかこうバスの問題が解決すると相当解決しそうな雰囲気はあります
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ね。ちょっと中身詳しく見てないんで、推測になりますけれども、バスで買い物に行くのは

不便だから買い物が不便っていうのはあるかもしれないし、医療もバスですぐに行けないか

ら不便だと言っておられるかもしれません。 

でもこれをスマートシティ、データを活用して解決していこうというのが今回の四條畷市の

スマート推進フォーラムの目的、スタートになります。 

そんなこと言ってるけど具体的にどうなんだよという話でちょっと頑張って考えてみまし

た。 

こんなふうにやったらどうでしょうか。ちょっと一部しか言いませんけれども、例えばコミ

ュニティバス、ＧＰＳとか人流カウントカメラとかＡＩ搭載ドライブレコーダーとかこれが

何者か皆さんご存知ならなくて結構ですけれども、このバスからバスの位置情報或いはどこ

で何人おりた。何歳の人。男の人、女の人。 

みたいなことがどんどんどんどんこのプラットフォームに集まってきます。そうすると人の

多いときはバスのダイヤをもっと短くするとか、或いは、明日はここでイベントがあるから

増便しますということが簡単にできるようになるんですね。 

こっちもそうです、働く人或いは住民の方もデータを入れられる可能性があります。例えば

急病の人とか、困ってる人がいるよ、ということをアプリで知らせてあげる。 

今だと代わりに警察に電話してあげて迷子がいます、どこですかどんな様子ですかとかいろ

いろ聞かれるんですよね。でも写真撮ってここにピッて入ればすぐわかるじゃないですかみ

たいなこともあります。 

ボランティアの方が近くにいればもしかしたらおばあさんが買い物に行ったバスに乗ったけ

どバスから家まで運ぶのが大変っていうのが分かれば、皆さんも手伝ってあげようって思い

ますよね。でも気持ちあるけどこに行けば手伝えるかわからないので今手伝えない。 

そんなこともデータを使ってスマートにしていきましょうということです。 

結果、こういうふうにバスが便利になったり、地域住民の方の見守りができたり、或いはボ

ランティアがリアルタイムに支援したりというようなことが可能になっていきます。 

四條畷市のホームページのこんな情報がありました。行方不明になってる方がいますので皆

さん探してください。 

この情報ご存知だった方いらっしゃいますか。 

ありがとうございます。1割ぐらいですね。 

でも、例えば皆さんのスマホとか携帯にこの情報がパッと来たらどうですかちょっとキョロ

キョロしませんか。そういう話なんですよ。 

そういうふうに情報共有していくと、例えばバスとかタクシーのドライバーさんが走ってい

るときにこの情報知っていたら、あれなんかちょっとそんな人かもしれない人がいたとか、

というような話ができたりします。 

或いは遊園地で撮影された写真、この方は山頂遊園地でいなくなったって話なので、その時

に取られたツイッターとかフェイスブックの写真集めてどっか写ってないかとかそんなこと

もデータですよね。 

 

四條畷市のスマートシティってどうやってやっていきましょうという話なんですが、産官

学、皆さんそろってます。我々民間も入りましたし、国も入って四條畷市さんも入って学は

奈良先端大さんが入られて、でもちょっとスペース余ってますよね。もう一個でてきます。

人です。皆さんがすごく重要だと思ってます。 



8 

 

それぞれに役割はあるんですけれども、やっぱり最後、皆さんがこれを理解して協力して使

ってみて文句を言って良くしていくっていうことがすごく大事です。 

さっき私あの皆さん知らなくてもいいけどっていろんな技術ありますよね。わかんないと思

います。わかる必要もないです。でも何がしたいのか何か困ってるのか皆さんしかわからな

いので、それをぜひ伝えていただきたいなというふうに思います。 

四條畷市のすごいところ発見しました。アンケートです。どんな田原地区にしたいですかっ

ていうと皆さん思い思いの良いこと言いますよね。便利で安心で医療が充実してて、ってい

うふうに言われますけれども、じゃああんた何すんのよと。 

聞かれたことに対して、何と66.4％の人が協力します、或いは積極的に何か手伝いますって

おっしゃってるんですね。 

他にこんなとこがあるかどうか知りませんけど、なかなかないんじゃないかなと思います。 

大体勝手にやってくれとか言う人が多いですね。 

でも行政に任せる。これも一見協力してるように見えるんですけど本当にそうなのかなって

ちょっと僕は疑問に思ってます。 

ご家庭でこんな会話ないですか、 

「今日晩御飯は何食べたい。」 

「何でもいいや、任せる。」 

「じゃあ、カレー。」 

「カレーか。↓↓」 

全然任せてないですよね。こんなことが起きかねない人達ですここはね。とはいえ投票で

66.4％すごいと僕は思ってます。なので、住民の皆さんが参加協力する。そんな四條畷市す

ごい良いねと思ってます。 

何で私がこういうこと言うかっていうとさっき冒頭に申し上げたアイディアソン、ハッカソ

ンの取り組みです。地域で困ってることを地域の人或いは外部から集まった人を混ぜて課題

解決するんですね。 

私達はそれの企画運営をさせていただいてます。こだわってるのは必ず地元の方は半分ぐら

い入れることです。 

外から来た人が作っちゃうと何かそれっぽいものできるんですけど、いざ地元の方に渡すと

いやいやそうじゃなくてとか、こんなの使えないとかというようなことが起きます。 

なので、各地域、交通、観光、農業、様々な課題がありますけれども、そういった皆さんの

課題はやっぱり生の声で聞いて、それを外部の方が聞いて、技術者が聞いて、こんなことで

きるよっていうふうに課題解決をしてきた例がこちらです。なので、 

地元の人が入ってないと大体失敗するなって何となくわかってます。 

なんで今日ここに集まられているこれだけの数の皆さんすごいなと僕は感動してます。 

はい。ですので、アイディアと技術だけじゃ駄目です。皆さんが困っているっていうことを

実際にお伝えいただくことが非常に重要だなというふうに思っています。 

まとめになりますけれども、スマートシートというのは様々なデータ、皆さんのデータも含

めていろんなデータが集められてそれを活用して皆さんの困りごとを解決していく。そうい

う町がスマートシティってことになります。 

これから私達もここにきて、いろんなお話を聞いて皆さんのスマートシティづくりに貢献し

ていきたいなと思います。ぜひ皆さん一緒にスマートシティづくり盛り上げて行きましょ

う。ありがとうございました。 
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司会）池澤様ありがとうございました。 

 

次の講演は国立大学法人奈良先端大学院大学先端科学技術学科の松田先生にご講演いただき

ます。 

「スマートシティの実現に向けた実証実験に基づく最新研究」をテーマにご講演いただきま

す。それでは松田先生よろしくお願いします。 

 

 

【「スマートシティの実現に向けた実証実験に基づく最新研究」国立大学法人奈良先端科学技

術大学院大学 先端科学技術研究科 情報科学領域 助教 松田裕貴】 

 

松田）奈良先端科学技術大学院大学、先端科学技術研究科ユビキタスコンピューティングシ

ステム研究室から来ました松田と申します。非常に長いので、皆さん奈良先端大ってわかる

人はいらっしゃいますか。結構皆さん分かっていらっしゃいますね。ここから10分ぐらいの

163号を進んでいったところにある大学院大学です。今回、スマートシティの実現に向けた実

証実験に基づく最新研究と題しまして、研究の話をさせていただきたいと思います。 

まず自己紹介から私松田といいます。この3月にドクターを取りまして、助教になりたての社

会人1年目でございます。よろしくお願いします。僕も、兵庫県の明石市にある高専出身で奈

良先端大ときまして、奈良先端の助教をやっております。 

我々のユビキタスコンピューティング研究室というんですけども、安本先生を中心にユビキ

タスの研究を行ってます。後期課程、博士といわれる学生が11名で修士と呼ばれる学生が24

名いる結構大所帯の研究室です。私たちはユビキタスという私たちの住む世界をもっとスマ

ートにするための研究をやってます。 

先ほどのスライドでもでてきましたけども、情報を集めて、分析して、応用するみたいなと

ころ、一通り。研究で言いますとどっかのとこにフォーカスしてることが結構多いんですけ

ども、内の研究室は実世界からデータ集めて分析して応用して、また実世界に返すっていう

ところを主題に研究を行ってます。 

テーマとしましては、スマートホーム、家の中の話とスマートライフ、人の体の話だとか、

心の話。 

もう一つ、スマートシティの三つを題材にしてます。 

全部話すと、それぞれ家とか心とか体、町とか市民を対象としたものでして、話し始めると

二、三時間かかってしまいますので今回はスマートシティに限定させていただいて話をさせ

ていただきます。 

はい、じゃあユビ研のスマートシティ研究ユビ研で取り扱ってるスマートシティの研究とし

ましてはまず日常時の物があります。 

例えば観光に皆さん来られた時にどうやったら、皆さんもっと楽しくもっと快適に観光がで

きるのかなとか、あとそれをするためのナビゲーション後交通ですね、どういうふうな交通

を通ると良いかとか、混雑度がどうだ、ていうとことか、あともしくは行政の手助けをした

り、ところをやってます。ただこれだけじゃなくて、もちろん裏側には日常の裏にはもちろ

ん非常がありまして、災害であるとか気象災害、こないだ千葉県すごい大変なことなってま
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したけれども、そういったことであるとか地震、大阪去年地震ありましたよね、とか、交通

事故というようなことを対象としてます。 

これは双方解決するような研究を進め、それぞれ進めていってます。 

まず日常におけるスマートシティなんですけれども、これは今回、デモで出展させてもらっ

てるシステムのまず紹介させていただきたいと思います。 

これはですね、今から観光客が駅とかに来たときに今からどこ行こうかなとか、どっか行き

たいところある幾つかあるんだけどどうやって行こうかなっていう時にルート案内プラスそ

っからどうやって歩いていけばいいかっていうのを人の目線ですね、ムービーを流してガイ

ドしてくれるシステムになります。 

研究としては全部の動画を同じ速度で流すと30分から1時間かかっていつまでたっても終わら

なくなるので、それを重要な部分だけちょっと凝縮してダイジェスト動画、30分を1分にした

りとか、研究を行ってます。 

デモ動画としてはまず駅に来た人がタッチして、どこに行きたいですかっていうのを地図上

からタップして、最終的には、寺に行きたいと設定します。次に、どこを経由しますかみた

いなことが聞かれまして、その間にある竹林のこみち、これ京都なんですけども、竹林のと

ころ通りたいなと。 

それでＯＫをしますと、そこまでの道順を地図上で表示して、且つこの道順の動画をひたす

ら流していくと。地図上で、人のアイコンが移動していって、こういうふうに行けばこうい

う道が見えるんだなっていうのがわかるものになってます。実際に触れるものがありますの

でぜひ触っていただければいいかなと思います。 

 

ただ、こういう動画とかってないじゃないですか、世の中に、どうやって集めるって話で、

京都だと京都市さん、提供してくれますか。四條畷市さんが提供してくれますかっていう

と、無理ですよね。 

しかも今先ほど市長さんからお話聞いたんですけども、市民は減ってんのに、市の仕事が増

えてる。 

これで余計な仕事増やすなよなんて言われそうな感じになるので、それを解決しないといけ

ないというふうな形になっております。 

実際、町に集まってない情報たくさんあるんですよ。景観であるとか、どこが混雑すると

か、犯罪の状況とかっていうのも全然わかってない。 

そういうのを、町にいる人たち市民の皆さんに協力していただいて集めようとこれユーザー

参加型とか市民参加型のセンシングと私たち呼んでるんですけれども、そういったものを実

現するようなスマートフォンアプリを開発しています。 

このようにですね、地図上でどこをセンシングして欲しいかみたいな、プロットしてあげ

て、市民の方がたまたまそこを通りかかったときに、ちょっとそこの写真撮ってきてくれへ

んかみたいな感じで聞いて、アップロードするとなんかポイントなり何なりをもらえて、そ

れは何かに還元できるみたいなので、市民が能動的にデータを普段から集めたいと思わせる

ようなプラットホームみたいなの研究として開発してます。 

これを使ってどんなことができるのかって言いますと、一つがドライブをもっと楽しくする

桜センサーというものがありまして桜の開花状況ってこう開花前線みたいなのはあるんです

けど、なかなかそれアバウトで結局いつ咲くかっていうのがわからない。 

いうところがあるので、市民の車についているドライブレコーダーのデータを集めていって
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走行している動画から開花してるかどうかを判定して、それを皆さん車、縦横無尽に走って

るので集めていくと最終的にはいつどこでどこの桜が咲いてるのかがわかるというような研

究です。 

これを使って景色のいい道をナビゲーションしてあげましょうという研究が、このような動

画であります。 

これ市民普通の市民の方がこれは一応スマホで今現状は作ってるんですけども、桜センサー

というアプリを起動して、録画を開始して、スタートすると、ひたすら動画撮影がされ続け

て、いきますよね。 

走ってる間にこの下の桜インジケータ、今どれぐらい開花してますよみたいなものを、リア

ルタイムで出しつつデータも集める形です。 

 

どこが桜咲いてますよみたいなことをちょっと地図上にどんどんポチポチっとしていってく

れるわけです。最終的にどうやって使えるかというと、ナビゲーションとして使える。 

奈良だと吉野の桜見に行きたい、でもどの道通ったらいいかわからない、でもそんな遠回り

はしたくない。そんな時にやってあげるとこういうふうに通ると、桜が最も多くて、最も短

い経路で行けますよみたいなことがわかるようなる、といった研究やってます。これは楽し

さを追求するものです。 

あと、町だと安全面やっぱり大事ですよね。暗い道歩くのすごい不安だって女性の方とかも

ちろん子供もいっぱいいますので、不安だと。 

私兵庫の加古川出身なんですけども、僕の家のすぐ近所で子供が誘拐されてるとかってあっ

たりとかして結構リアルな問題であると思います。暗い夜道を歩くのが不安だったら、明る

い道をナビゲーションすればいいじゃないかってことで、まちの明るさを調べたり、じゃあ

どうやって集めるか、皆で集めますという話で、皆さんこう歩いてる時にひたすらスマート

フォンで明るさを集めていって、どこに街灯があるのか、どんな明るさか。どこまでが明る

くなっているのかていうのを推定したりとかして判定してどこが安全かを調べる。これもア

プリみたいな感じになってまして。ユーザーがこういうふうなアプリを立ち上げずっと歩い

ていると、開始ボタン押すとひたすら明るさが収集され続ける。 

これに関しても実際に歩いてみると、街灯の下を歩くと黄色い丸がプロットされていって、

どこに街灯があってどれぐらいの明るさなのかがわかっていくというものになっています。 

これを使うとお子さんが帰るときに、「細い道通らんときや」とかアバウトな言い方しかで

きなかったのが、実際にどこの道を歩きなさいと言える。 

逆に言うとそれがわかると、市で実際にちょっとここは暗すぎて危ないとなると、優先的に

街灯を追加したりということができるようになるんじゃないか考えてます。 

これ以外にも色々ありまして、実際の町で最近カーシェアみたいなのがよくあるんですけど

も、奈良先端大にもカーシェアの車三つありまして、実際に運用してるんですけども、乗り

捨て型同じ場所に返さなくていいみたいなカーシェアをやる時に問題が生じます。例えば、

大学にいるんだけど、乗りたいけど車が無いやないか全部駅にあって乗れないじゃないかみ

たいなのがあって、実際に朝乗ってこられる先生がわざわざ駅から汗だくで来るみたいなこ

とがたまに生じます。 

これが解決できないと、こういうふうなカーシェアリングって上手い事回らないよねってい

うので。 

それを解決するために、普通の会社とかですと、社員を使って持っていってると。 
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それお金かかりますよねっていうので市民の方に奈良先端に行きたいと思ってる人、学生と

かに今なら無料で乗れますとかって言うと、お金を使わずに車を移動させることができるて

いうのを使って、いわゆるこれ行動変容というんですけども、人の気持ちをちょっと変えて

歩いていこうかなと思ってる人に今なら無料で使えます今ならむしろ100円あげますよみたい

な形でやってあげることで車を意のままに置くみたいなことができるというような研究もや

ってます。 

あと最後、先ほど市民の困ってる課題でバスがないとか、買い物が大変みたいなのがあっ

て、高齢化の進んだ地域では、 

買い物に行く手段がないというのが非常に問題になってます。 

僕の家の裏にある山の中にある地域はすごく高齢化率が上がってて、スーパーや銀行がなく

なっちゃったんです。 

行くには山を下りてイオンに行かないといけない。 

だけどそれがちょっと高齢者の方しんどいよねっていうので、よくある解決例が乗り合いタ

クシーとか相乗りとかってよく言われるんですけど、これＩＴから本当に解決できるかって

いうと、何かインターネットそもそも契約してないからそのサービス使えないよっていう人

がいたりとかとか、ＰＣ予約とかってややこしいことやりたくないわっていう方が結構いら

っしゃるんですね、なのでなかなか実現しづらい、しかもそれが普及させるためにＰＣとか

配らないといけないみたいな感じで結構難しいので、我々は解決するためにすごい簡単で安

いもの、しかもボタンが10個しかない、ボタン押すだけで予約ができるようなシステムを使

って、さらにＬＰＷＡっていう技術があるんですけども、すごい長距離飛ばせるネットワー

クがありまして、家のネットとかがなくても、山の上に置いてるアンテナに向かって直接投

げてあげられるようなものを作ったりとかして、あと子機を家に置いとくだけでいいので、

手軽にできるようになる。 

頼んで送迎スケジューリングをしたりとかっていうような研究もやってます。こういうのが

日常の研究になります。 

次非日常について、お話させていただきたいと思います。 

いざ災害が発生した時にじゃあどうやって避難しましょうかとなったときに、皆さんいろん

などこに近くにある学校に行こうとか、近くにある市民会館に行こうとかってなると思うん

ですけども、よくある例がみんなが密集して収容数を超過してしまって、元気のある若者た

ちあっち行けってこう行かされるみたいなというたらい回しが生じる例があります。 

また、そこに行こうとしてる道中ですごい混雑してなかなか避難所に辿りつかなくて、家が

崩れてきて、二次災害に遭うといった問題も生じます。 

これ何で生じるかっていうとネットワークとかが途絶しててどこの施設が空いてんのかとか

わからん、どこに行ったら良いかわからんっていう状況があって、スムーズな避難誘導が非

常に難しいという状況に陥ります。 

そこで親子の災害避難シミュレーションといって、シミュレーションになるんですけども、

人によって通行可能な道とか移動速度が違うよねっていうところを考慮しつつですね、車椅

子の方だと近くにいかないといけない、若者だとちょっと遠くても元気があるならいけるだ

ろう。 

なので、避難すべき場所が違うってことで、バーチャル空間に町を作ってですね、いろんな

人を置いて歩かせてみて、超過してしまわないかとか、どこをどういうふうに人を誘導する

と良いのかっていうのを再現しつつ、検証しています。実際にアプリがないとかネットワー
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クがないみたいな状況でもできるような、例えば10分の1の人だけがアプリを持っていればわ

かるとか、ネットワークがなくてもこの状況だとこうしたほうがいいっていうナビゲーショ

ンしたりとかっていうのをシミュレーション繰り返して実現するような方法を検討してま

す。 

あと、避難所につきました。避難所ですとすごい狭い空間にこういっぱい人が詰め込まれて

隣が知らない人だと気が休まらないねとかっていう時に炊き出しなどのイベントがあると情

報施設の方伝えたいなんですけど、大声でアナウンスするとすごい気が張ってしまって、す

ごい疲れてしまうであるとかなかなか眠れないみたいなことが起きると。なんでこの大声で

アナウンスはちょっとしづらいっていうのがあって、それは解決しない。ただネットワーク

もない。ネットワークがないので、スマホでお知らせすることもなかなか難しい、ていうの

で。 

こちらはBluetoothっていうスマートフォンとスマートフォンを直接通信できるような規格を

使ってある人がトップになって、その下にみんなが繋げてすごい狭い空間内だけでチャット

ができるようなシステムを作りました。 

なので、これは避難所と同じ体育館にいる人達だけで臨時でチャットができるようなもの

を、ネットワークなしで実現する。炊き出しがありますよみたいなのチャットを通じてだけ

送ることができる。静かに情報伝達ができるようなシステムを作っています。 

 

これはBluetoothを使ってるんですけども結構研究的には難しいところがいろいろありまし

て、そこがこの研究のみそになってるんですがなかなか説明するのは難しいので、今回割愛

させていただきます。簡単に見えるんですけど意外と難しい。 

しかもこのアプリを持ってないと駄目なので、アプリを配る方法も同時に開発してます。Ｑ

Ｒコードで読み込んだら自動で 

アプリがネットなしでアプリストアからダウンロードしなくてもインストールできるみたい

なものを作ったりとかしてます。 

 

あと、他の避難所に行こうと。家族が行っちゃったよと。 

そもそもどこにいるかわかんないみたいな時に、よく171とか電話やるんですけども電話も混

線しちゃってなかなか難しいよねとかなったときに、なかなかこの情報が伝わらないとか、

今の家の状況どうなってんのとか、川の様子見てくるわみたいなことを言い出す人がいるの

で、その状況がわからないと非常に不安になるというのをどうにかして解決したいというと

ころで、私たちは右下の情報Aという青色のものを持ってる人が移動していく、何か情報を伝

えるために移動していって、その次、その場所にいる人にデータをどんどん託していって、

最終的に体育館にいる人に情報与えるみたいな伝言ゲーム形式の情報伝達システム、ＤＴＮ

という、技術を使って、要は伝言ゲームでやる。 

誰に渡すと一番効率よく全部の場所にデータが行き渡るかみたいの研究したりしています。 

 

こういうふうにして、災害発生時から実際数日経ったところまで一貫して色々サポートでき

るような研究も行っており、まとめとしましては、日常時、観光であるとか行政、交通であ

るとか、ナビゲーションみたいなところにフォーカスあてて、日常時の研究をしてまして、

非常時だと実際に事が起きたときにどうしたらいいのか。 

避難した後にどうしたらいいのか、避難が終わってある程度安定したときにどうしたらいい
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のかというところもサポートするような研究を行ってます。 

私たちはこれをスマートシティと呼んで研究をやっております。 

日常、非日常の面から町を研究しておりまして、ブースにパンフレットとかも置いてますの

で、ぜひ見に来ていただければと思います。 

連携パートナーとして生駒市さん奈良先端があるので生駒市さん。あと京都府、観光でコラ

ボしてます。 

ただまだ四條畷市さんがないので、ぜひここに名前を入れさせていただけるような研究がで

きると、嬉しいかと思います。あとは企業さんともいろいろコラボしてまして、こういう研

究にすごく興味があるよっていう方がいらっしゃいましたらお声掛けていただけますと、非

常にうれしいです。 

以上で発表を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

司会）松田先生、ありがとうございました。 

次の講演は、近鉄ケーブルネットワーク株式会社後藤様による講演です。 

 

 

【「スマートシティにおける地域通信事業者の役割」近鉄ケーブルネットワーク株式会社 事業

本部 IT 事業推進部 部長 後藤浩司】 

 

後藤）私は近鉄ケーブルネットワーク、「金を失う」とか昔からよく近鉄言われたことあっ

たんですけどご存知ですね、近鉄の「鉄」は、昔は失ったらあかんということで矢印のとこ

ろが抜けてなかったですけれども、最近は分からないですけど、そんなこと言われた時代も

ありました。今日は我々の方もお声掛けいただきましてですね、近鉄ケーブルネットワーク

のＩＴ事業部の後藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

「スマートシティにおける地域通信事業者」ということでご説明の方さしていただきたいと

思います。KCNのことは皆さんご存知でしょうか。 

何回も挙手いただいてるんですが知ってる方いらっしゃったら挙手おねがいします。 

大体、3分の1ぐらいかなと思います。 

 

はい。まずKCNの紹介っていうところでご説明したいと思います。ケーブルテレビ会社って言

ったら、四條畷市さん、実はJ:COMさんっていう大きな会社と、この田原地域だけはですね、

何故かKCNがやらせていただいてるっていう形になってまして、一つの自治体の中に、二つの

ケーブルテレビ会社が入ってるっていう地域になる。 

ケーブルテレビ会社っていうのは実は歴史は結構古くて30年以上ぐらい前からここの地域も

そうなんですけど生駒の山の上からテレビの電波出てるのは皆さんご存知だと思うんですけ

ど。 

実は生駒の山のてっぺんから電波出てたらこの付近のふもとは電波悪いんですよね。要する

に灯台元暗しの状態で、電波ってちょっと離れたとこに届くように設計されているところが

あって、最近はデジタル化になってその部分は解消されたんですけど。 

先ほどから話があった生駒市さんとかこの四條畷市さんとか、東大阪市さんは特にテレビの
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映りが悪かった地域となってます。ですので、何とかそのテレビを綺麗に見たいなというこ

とで、活きの良い電波をキャッチして、それを町の中にケーブル張りめぐらすとか有線テレ

ビっていうのがまず最初になってます。それが最初にあってそこからだんだん、この下にあ

りますようにですね、テレビだけではなくて、線が繋がってれば、当然そこにインターネッ

トだったりとか、さっきＮＴＴさんの電話だけじゃなくって、もうほぼほぼデジタルにＩＰ

電話とかっていうような形で電話なんかをやってます。 

これがもともとのケーブルテレビの三本柱っていうのでトリプルプレイって言ってテレビネ

ット電話。J:COMさんなんかもよく言ってるサービスなんですけれども、そういうところから

徐々に色んなサービスを広げていこうという形になってて、当然地域のお客様から、利用料

とかいただいてやってますので、地域のお客さんに還元できるような仕事として、存在させ

ていただいてるという状況です。私の方は実はタブレットでお見せしたかったんですけど、

僕のタブレットが都合が悪いみたいで繋がらなかったので、ちょっと拡大できないんですけ

ど、この事業本部っていうとこにＩＴ事業部っていう見えへんですけど、あります。このＩ

Ｔ事業部っていうのはテレビネット電話を売ったりとか、お客さんのいろんな取材の番組と

か四條畷市さんの方にも、幾度となくいろんな取材させていただいてるんですけど、そうい

う放送やったりとかじゃない。何か形のないものを形にしてこいみたいな、そういう事業を

やらせていただいてるところになってます。 

ちょっと池澤さん松田さんと続いてびっくりしたんですけども、僕も高専生でしてなんか高

専3人続くの面白いなと。多分最年長は僕やと思うんで、私は奈良高専というところの機械工

学科を出ました。 

はい、今こんなことやってるんですけれども、ちょっとここマスキングかかってます。ここ

加入者の数書いてたんですけど、ちょっと会社に怒られるかなと思ってお配りするやつはち

ょっとマスキングかけてまして。大体奈良県全部がＫＣＮグループのエリアになってて、ち

ょっと四條畷さんだけが大阪とういうのとテレビ岸和田というだんじりで有名な岸和田市さ

んここもＫＣＮのグループでやってます。 

その他のクリーム色のところがJ:COMさんね。J:COMさんが一番今日本の中で大きなテレビ会

社ってなってます。 

大体このエリアの中で今3分の1ぐらいの方がKCNに入っていただいているのかなっていうこと

で、多分この田原地域も同じような比率でご加入いただいてるかなっていうふうに思ってお

ります。 

もともとこれ行政の課題についてってことでさっきちょっと言いましたけれども、奈良県の

ことばっかり大阪で話すのもあれなんですけれども、奈良県の自治体さんともいろんな形で

連携をさせていただいてて、さっき言ったそのテレビの映り云々のことでいけば、 

今から10年ちょっと前なんですけどテレビがデジタル化したっていうの皆さん記憶にあるか

なと、アナログの写りのにくいテレビから今綺麗にどこのお家でも映るようになったと思う

んですけど。 

デジタル化するときに結構奈良の山の中ですねこれ吉野郡とか宇陀郡とか、ここがこまどり

ケーブルのエリアなんですけど、この奈良って奈良盆地とこう奈良の山の中というと怒られ

ますけれども、大きく人口の比率が違いまして、大体こっち1としたらこっち35分の1ぐらい

の人口です。 

奈良県このエリアで大体人口93％住んでて、ここの地域7％なんですよ。 

面積比でいったら3対7だから35倍違うっていう、だからそこでこういったケーブルテレビ事
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業とか通信事業やろうとしてもなかなかこう利益に稼げないっていうか怒られちゃいますけ

ど、利益が上がらないから事業ができないっていうところだったんですけども、それがゆえ

にこうテレビがこう伝えられないっていうところもあったんですけど、これ奈良県さんと国

の補助とか受けて、今ここのエリアほぼほぼ今、光ファイバー化が終わってるっていう状

況。 

山間部の整備っていうのでいろいろブロードバンドインターネットがないとか、地上デジタ

ル放送ができてないとかそういうこともあったんですけど、それをこまどりケーブルという

会社を自治体さんとかと一緒に作って今整備をして、今この地域のどこにいっても光ファイ

バーとかで、100メガとか1ギガのインターネットができるっていうところに今なってるって

いうような状況。 

他のとこでいけば、ちょっと奈良県葛城市さん、これ葛城市さんでもですね凸版印刷さんと

かと一緒にいろんな事業をやっててちょっと前の話なんですけれども、まだそのスマートシ

ティっていうか、なんて言うんですかね。こういうタブレットとか使った情報格差を是正し

ましょうということで、どんな人でもお買い物支援ができたりとか、例えば健康情報なんか

をアップしてそこの買い物連携ができるようなそういうような事業をですね、これも総務省

さんの今でいう、データ利活用型スマートシティのその前のＩＣＴまちづくり事業というも

のもやらせていただいて東市長にも一回ご覧いただいたりとかそういうことをしていただい

たっていう経緯がございます。 

最近でしたら、これＷｉＦｉっていうかですね、奈良県の橿原市さんなんですけど、橿原市

さんの今井町という地域は皆さん、 

ご存知でしょうか。結構町並みが古い地域なんですけど、ここの地域に観光用にインバウン

ドの事業のために、大体ＷｉＦｉを全エリアに設置します。 

ただ、ここの問題がね、今回お話これから続けていくところにもあるんですけれども、古い

町並みってやっぱり光ファイバーとかっていう有線ですから、線張ろうとしたらやっぱり張

れなかったりするんですね、それ特にやっぱりせっかくの町並みの景観が壊れちゃったらな

んかわざわざ海外から来たお客さんも向こう古い町で綺麗だなと思ったら線がいっぱい張っ

てたよねって言ったら興ざめしちゃうんで、そこを何とかやりましょうということで今回ワ

イヤレスでその整備をしたっていうところが今回ご提案していく中の第1号。 

今回地方自治体さんスマートシティで何目指していかなあかんのかなということでこれも皆

さんいろいろ話しているので、ちょっと端折りますけれども、インフラがやっぱりないとな

んかをやろうとしてもできへんの 

ですね、インフラをこれから構築していくには、誰もが自由かつ安全に使える無線ネットワ

ーク、これが大切かなと思います。 

ケーブルテレビなんで今までこう有線張ってたんですけど、やっぱりこれから無線が今どん

どん技術が革新されてきているので、皆さんもテレビや新聞で「５Ｇ」という言葉聞いてる

と思いますけど、だんだん５Ｇ化されてくるっていう形です。 

その５Ｇに至る形でいろいろ問題解決をしていこうっていうのが私どものスタンスっていう

格好でご理解いただいたら、 

地域ＢＷＡというのがまず第1弾なんですけど、基本的に今携帯電話皆さん持ってると思いま

すけどこれ携帯電話は４Ｇ、「Ｇ」はギガじゃなくてジェネレーション、第4世代携帯電話っ

ていうことなんですけどもその第4世代携帯電話の周波数の一部が地域用に使えるっていう制

度が総務省さんが考えて言い出した地域ＢＷＡという制度。 
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今回四條畷市さんの方に田原地域においても、地域の事業主体が総務省から免許を取得する

ことでって書かれてますけど、これまず基本的には行政さん、要するに今回でしたら四條畷

市さんが電波を使いたいんだっていう状況があればですね、自由に電波を出せるっていう、

ＮＴＴドコモさんとかソフトバンクさんとかauさんとかのキャリアがありますけれども、そ

のキャリアさんが広くあまねく日本中に電波出すんですけど、こういうところを、四條畷市

さんと我々がグリップすればですね、この田原地域だけに限定した電波の出し方っていうこ

とができると。そこだけちょっと頭に入れておいていただけたらと思う。 

実はその周波数とかここに書かれてるのこれ難しいことなんで、置いときますけれども、手

前は全国バンドのソフトバンクさんとか後ろがＫＤＤＩさんのUQさんとかであるんですけ

ど、その間に許されたバンドが専用で使えちゃうんで他の周波数と邪魔しないっていうとこ

ろですね、こういうところが使えるっていうのは一つの大きなメリットかなと。 

こんな難しいはちょっと置いときましょう。これは今回ＮＴＴとかこういうのは使えるんだ

ったら何ができるかってことなんですけど実は皆さんがよく普段から使ってるタブレットと

かスマートフォンここには、SIMカード携帯に入れると思いますが、ＳＩＭカードが専用の

我々のＳＩＭカードになりますということはこの機械が普段、皆さんが使ってるような機械

を使いながら、四條畷市さんの皆さんだけが使えるネットワークが使えるっていう形になり

ます。 

ですから機械を新たに買うとか、よく市販に出てるものを使うんで、安くそういったものが

調達できるっていうふうに考えていただいたらいいのかなと。 

こういうことを使ってですねもうすでにやってらっしゃる、自治体さんが伊丹市さんであっ

たりとか、加古川市さんとか、いろいろやってるんですけど伊丹市さんなんかの場合でした

ら電柱にカメラをセットしてそこにＢＷＡとかで通信するＳＩＭを織り込んでこれバーッと

絵描いてますけど市内1000何百ヶ所定点カメラあります。 

この定点カメラは、その画像を見ていきながら、例えば、ちょっと迷子になった子がいると

か、例えば高齢者の方で徘徊する危険性があるとか。 

さっきのヘルスケアなんかにおいても、そのカメラを見ていきながらどこをどう歩いていけ

ば、どんだけ運動したよねとかってそういうのは計測できたり、市のインフラとしてカメラ

をつけてます。 

自転車の置き引きとかバイク取られるとかそういう話が多かったらしいんですけど、このカ

メラを市域で導入したことによって、大体そういった軽犯罪率が3割以上ダウンしたっていう

データも出ました。 

だから町が安全になったってことですねそういう形で伊丹市さんとかが使ってるっていうよ

うな状況です。 

気象観測カメラなんかのですねデータなんかもまずそのなかなか山のてっぺんとかに線張る

の大変ですけど、カメラだけ置いて後はソーラーパネルとかで電源供給すれば、そっから通

信でその情報がやってくるので、非常に簡単にセットできるっていうのはメリットがありま

す。 

これは松山市なんですけれども松山市なんかにおいては、松山行かれたら道後温泉とかでな

んて言うんすかね。チンチン電車みたいな市内に走ってると思います。そうしないのチンチ

ン電車の中で、ＷｉＦｉとかフリーＷｉＦｉとか使おうと思ったら、 

動いてる電車ですからねそこに線引かれへんですね、こういうのをＷｉＦｉっていうか、Ｂ

ＷＡとか使ってやっていこうというような動きで今結構インバウンドのお客さんに受けてい
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るのかなっていうふうな状況。 

大学内のフリーＷｉＦｉの提供であったりとか、ちょっとさっきの橿原市なんですが、今こ

れ橿原市においては、大体20何か所かＷｉＦｉの置くところがあってこの一個一個が今電波

をキャッチできるような仕掛けになってます。 

アンテナとかこういったものをつけて結構簡単にセットができるっていうような状態にな

る。 

近隣ではですねこれが八木の駅あたりの辺りにある近鉄の鉄塔なんですけど、これ45メータ

ーの鉄塔の上から電波を出してるのが、電波ここにアンテナがあるんですけどこの電波から

キャッチして、さっきのＢＷＡの受信機を通じて、お家の中のＷｉＦｉルーターみたいなや

つを箱の中に入れてその付近に電波出してる。こういうのが、橿原市さんのフリーＷｉＦｉ

の適用電波の電促のエリアを大体このブルーのところで1キロぐらいでこのちょっと濃いブル

ーのところまで入れれば1.5キロぐらいまで大体3キロ直径3キロぐらいの電波は届けられると

いうような装置になっております。 

家の中でもこういった機械つけるっていうことも可能ということですね。 

災害時とかなんかもやはり、こういうことで、普段は光ファイバーとかで固定されてるネッ

トワークあるんですけど、やっぱり一番安全なんは災害時に専用で使えるっていうところの

メリットが大きいかな。 

さっきのキャリアさんの悪口ばかりわけじゃないですけど、キャリアのネットワークってい

うのはなんていうんかな。こないだの先週ぐらいの千葉の台風被害もそうなんですけど、み

んなが携帯掛けますよね、家帰られへんねんとか電車動けへんねんとかいうそういう話。 

だから、一気に普段使えない以上の回線がそのキャリアの通信網乗っかりますから電話がほ

とんど使えないという状況。 

でもこのＢＷＡはさっきご説明したみたいに、四條畷市さんと専用で作り上げるものなんで

最初から電話がかかるような仕組みとして作ることができるので、そういうリスクは非常に

低いっていうこと。 

だから災害の時に、市の職員の方が使える電話の安全な網として生かしていくっていうかい

うことで、本当に迅速な避難誘導とかそういったところにつなげていくことが可能かなとい

うふうに思ってます。 

防災センターからお家側に今度伝達するところなんかに見ても、KCNはもともとテレビ会社で

すので、テレビ側にこういったＩＰのセットトップボックスみたいなものを置いてＬアラー

トとかそういうものから連携した避難情報を今度はお家とか、避難所とかそういうところに

配信するところの足回りとしてＢＷＡを使っていくっていうことなんかも非常に簡単にでき

るのかなと思う。 

教育なんかも可能ですよね。 

ちょっとあまり事例ばっかり話してますけども、メリットっていうのはさっきから何度も言

ってますけど回線の工事が不要。これはケーブルテレビ会社とか光ファイバーとか提供して

る会社からすれば格段に利便性が上がると、我々も本当に簡単に機械だけを送ればも繋がり

ますみたいな世界ができ上がる。 

インターネット環境がそのため容易にできますよねっていうことと、平均網通信とか優先制

御、これ今から今お話してたその自治体の方専用で使えるような世界、そういうところが実

現できるので、非常にいいかなと、あとまた通信コストが 

安くつくれるっていう可能性も多くあるのかな。 
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さらに、これをＢＷＡを入れることで、ローカル５Ｇへのアップグレードが可能になってく

ると思います。 

これもちょっと字がちっちゃくて申し訳ないんですけど5Ｇの話でよく言われてるのが非常に

高速という話です。今までのLTEの大体100倍ぐらいの通信。ここにちょっとちっちゃく書い

てますけど。 

映画の一本大体ダウンロードしようと思ったら、10分ぐらいかかりますよね。大体それが3秒

ぐらいでダウンロードできちゃうぐらいのスピードと言われています。 

あとタイムラグがない通信ですから、ゲームとかでもいけますし、例えばロボット手術とか

そういうところに５Ｇが有効ではないのかな。 

要するに、緊急にオペレーションしなきゃいけない時に、機械を通じで動かさなきゃいけな

いんですけど、その時にタイムラグが発生してしまったら、間違って切っちゃったりとかし

て大変なことになっちゃうんですけど、そういうところがこういった無線でも高速にできま

す。 

さらにIoTとかで、家の中で、大体一つの部屋で100個か200個のデバイスと同時に接続ができ

るっていう通信 

こういう機能持ってるのが5Ｇなんですけど、キャリアさんがやろうと昨日ぐらいからドコモ

さんがスタートしたとか言ってる話は一般的に僕らの携帯とかに使う世界 

今後我々がやっていかなきゃいけないのはローカル5Ｇ。ここもやっぱりさっきのＢＷＡみた

いなもんで、地域の人達のためだけに使うためのローカル５Ｇネットワーク。これを今後提

供していきましょうということで、実はここは今ＢＷＡの基地局なんですけど、ＢＷＡから

５Ｇにスムーズに移行させていくことができるっていう仕組みになってます。 

ローカル５Ｇの概要なんかまた読んでおいていただいたらいいと思うんですが、実はここに

はローカル５Ｇの総務省さんが作ったビデオなんかもあるので、資料お持ちの方は少しこの

ＵＲＬをちょっと面倒くさいですけどさせていただいたら3分ぐらいのイメージのビデオが出

てくると思いますので、それをご覧いただけたらなと思います。 

実はＫＣＮは今後何していかなきゃいけないのかなということで、この通信機器のですねセ

ンター側の機器を我々、生駒とかに会社があるんですけど四條畷市に非常に近い場所でセン

ター側の機器を置いて、そこにそのままサーバーとかハウジングしていこうと思う。 

つまり何なのかというと、今の通信っていうのは全部クラウドっていう形で東京とか大阪と

かアメリカの大きなデータセンターのところに通信がされてるっていう形なんですけど、そ

の機能を本当に非常に近い場所に置いていきたいなと思って。 

そうすることで、そこまで行く線の間に何かトラブルがあったら通信できないよっていうこ

とがない。 

本当に生駒と四條畷の間だけ行って帰ってくるだけのことであれば、そんなに大きなトラブ

ルが出ないようなネットワーク。 

要するにこれモバイルエッジっていう形で近いところで近い情報返していくっていう仕掛け

を作っていきたいなというふうに考えています。 

田原地域のスマートシティ化の問題で、ちょっと僕これ見てて「官民学」、これ池澤さんが

言ってた「産」が僕うっかり抜けてるなということで、恥ずかしくなってしまってるんです

か。「産」は僕らやないかということなんですけど、やっぱり産官民学で連携で取り組んで

いかなきゃいけないなっていうところが自助公助のまちづくりの一つかなと思っておりま

す。 
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我々の役割としてはこういった光ファイバーの提供と無線を併用した形で提供していく、安

定した光ファイバーの固定通信と無線でレイアウトはフリーなようなネットワークをつくっ

ていくっていうとこですね。 

それとさっき自社のコールセンターやサポートセンター、これは非常に近い場所にありまし

て、そこにお客様からのいろんな問い合わせをこなせられるようなスタッフが整っている。

最悪お家まで訪問したらいいとかそういう形でカスタマーケアをやっていくんだから今後こ

のスマートシティをやっていくときに、 

いろいろこんな機械使われへんやないかとか、ここの設定がようわからないとかいうところ

の最後のサービスっていうのはこの地元の我々は非常に得意にやれるのかなと思ってますの

で、そういうところをやっていきたいなと思っています。 

さらにＫＣＮは近鉄グループっていうこともありまして我々のグループ各社は鉄道や不動産

や流通やホテルとかそういうのいろいろ持ってますので、そういうところとのですねシナジ

ーを逆にこの住民さん市役所さんに提供していくっていうことも可能かなと。 

携帯キャリアや全国のケーブル事業者ね、当然今回のエリアもＪＣＯＭさんとほぼ半々って

いうところもあるのでＪＣＯＭさんとかも我々と非常に仲良くやっているところでもありま

すので、そういうところでいろんな情報共有をしていくっていうことが今後必要かな。 

あとサービスエリアの自治体様の横連携と、共同事業なんかもですね同じように提案してい

けたらなと思ってますので、地域の皆さんの声を聞きながらサービスを一緒に作っていきた

いなというふうに思ってます。 

同じようなこと言ってますけど「日本一前向きコンソーシアム」。名前は非常に楽しい意気

込みがもう市長の意気込みがすごく感じられるなんていうコンソーシアムですのでその一員

として、共に頑張らせていただきたいなと思っております。つたない説明でしたけが、どう

もありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

司会）後藤様ありがとうございました。 

続きましての講演は、ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社イノベーション戦略本部の

重松宏幸様からのご講演になります。 

講演のテーマは、「スマートシティの住民になりませんか」をテーマにご講演いただきます

ので、よろしくお願いします。 

 

 

【「スマートシティの住民になりませんか？」NECソリューションイノベータ株式会社 イノ

ベーション戦略本部長 重松宏幸】 

 

重松）よろしくお願いします。皆さんこんにちは。 

皆さんのやる気がすごいなと思うのがこの会場が埋まっている状態で、私の会社だったらさ

っきお昼ご飯食べたし、もうすぐ始まって1時間ちょっとだし眠いな、みたいな感じになって

るところなんですけど皆さんが興味を持って聞いてくださってるっていうのはすごいなと思

います。 

でも、ちょっと眠いかなっていうところもあるかもしれないので、適宜伸びなどしてやって

してください。 
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なぜそんなことを言うかということですね、ウフルの池澤さんのプレゼンから始まって、あ

れはスマートシティってどんな町ですかっていうのをわかりやすく伝えようとした。 

私はスマートシティの住民になってみませんかっていうことで、こんなスマートシティって

こんなものなので、住んでいませんかっていうようなこと言いたくて、今からしゃべりま

す。 

かなりかぶってます。 

これさっき聞いたんじゃないかみたいな、そんな話が出てきます。 

途中の松田先生がおっしゃったことも、これ何か似たようなこと言ってるぞっていうことが

出てきます。 

でもそれは、その似たようなところっていうのが大切なんだなと思ってください。 

3人、4人が同じことを言うっていうところが、大切なところなんだと、それ以外聞かなくて

いいみたいなそれでいいかなと思いますので、似てると思いますけれども、ご了承くださ

い。 

ここで、前の３人皆さん高専なんですか。実はっていうと、すごい話なんですけど、残念な

がらそれは違います。 

はい。一番最初に私の会社を紹介させていただきたいと思うんですけども、ＮＥＣソリュー

ションイノベータという会社をご存知ですかって言うのようなことを聞くとですね少し恥ず

かしくなるのであまり聞きません。 

ＮＥＣはご存知ですかっていうのを聞いたときに、実は今の若い方たちって、4割ぐらいは知

らないって言うんですね、ある程度、私のような年代の人間だとＮＥＣってまあまあ知って

ますっていう人が多かった。それは当時携帯電話を作っていたり、これまだいまだに私ＮＥ

Ｃのガラケーを使ってます。 

携帯電話を作っていたり、今でもＰＣはありますけど、そういうものを作っていたり、コン

シューマと我々呼んでますけど本当に皆さん地域の住民の皆様に目に触れるような仕事をい

ろいろやっていたんだけれども、今ＮＥＣグループは、この社会ソリューション事業ってい

うところをやりたいっていうのに大きく舵をもう10何年も前から切っていまして、一人一人

のお客様に向き合うために、社会の基盤を守っていく、作っていくみたいなそういうところ

にもっとフォーカスしてやっていこうというふうになったので、地面の下の方に潜ったみた

いな感じで少し見えなくなっているところがあると思います。 

でも、私のそのＮＥＣソリューションイノベータというグループ会社ですけども。 

右側に丸で書いてますけど、全国に八つの支社があって、42個のセンターがあります。北は

北海道から南は九州沖縄まで８支社42センターあって、それは昔いろんな地域に小さい会社

をいっぱい作っていったのを今一つの会社に束ねるっていうことをやったからそんなふうに

なっていて、いろんな地域にシステムエンジニアとかプログラマーというソフトウェアに関

する技術を持った人間が、 

まさにそこに住んでそこで仕事をしているというところが一つの強みです。 

そんな強みを生かして、真ん中の2番目、地域に密着した企業としてやっていきたいですとい

うのを掲げています。地域の課題解決と自立的で持続的な地域社会づくりに私たちは貢献し

たいですっていうことを言っています。 

一番下に書いてるのはＩＣＴのプロフェッショナル、技術の会社なので、ＩＣＴという面で

はプロなので、その力も生かしていきたいというふうに思ってます。それらを使って、一番

上に書いてる社会やお客様とともに先進技術とイノベーションで新たな価値を創造していき
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たいというふうに思っているそんな会社です。 

じゃあ、スマートシティってどんな町ではなくて、スマートシティの住民になりませんかと

いう話をしていきたいと思います。 

スマートシティってどんなイメージですかっていうのはもうお三方がそれぞれしゃべってく

ださったので何となくイメージがついてるかなと思いますけども、これＮＥＣグループがい

ろんなプレゼンで使っている。何となくスマートシティっぽい絵、写真っていうのを持って

きました。この左上の図っていうのはデータが飛び交ってますねみたいな感じですし、女性

がやってるのはＰＣの前にここに何か操作するものが出てきてみたいなことをやっている

し、あと人間の女性の周りに絵が回ってるのは何となくロボットというか、ＡＩみたいなも

のが、便利にしてくれるみたいなイメージ。我々NECグループも何となくそういうようなもの

をスマートシティっていうふうに呼ぼうかなっていうふうに思ってる。そんなイメージの絵

です。 

大切なのは、池澤さんもおっしゃってますけど、データです。 

データをきちんと取ってそれを貯めてうまく分析して活用するっていうことが第一歩になり

ますので、そこはとても大切なところなので、スマートシティといえばデータ、これは一つ

まず覚えていてください。 

次に、この図先ほども出てきました。国土交通省が出してるもので、国が出してるもんです

から私たちも参照しているんですけども、難しくてわかりませんよねって言った言葉がその

まま載っています。 

その通り難しくて、わかりにくいんですけれども、 

ここで二つ覚えて欲しいのはさっきのデータと言いましたね、スマートシティはデータで

す。それが一つ覚えてください。 

二つ目は、スマートシティはＩＣＴと新技術を活用します。つまり技術を活用して何とかし

ようっていうお話ですっていうのが二つ目。 

最後に三つ目が、持続可能な都市または地区を作るんだっていうところです。 

だからもう今日これだけで良いです。スマートシティはデータ活用して、技術を活用して、

持続可能な都市や地域を作っていくもんなんだっていうその三つを覚えて帰っていただける

とすごくいいなと思います。 

じゃ終わりじゃんって言われるんですけど、もうちょっとどんな感じのものか、説明したい

と思います。すでにスマートシティっていうのはもう皆さんのところにも、もう始まってい

て、ここは実はすでにスマートシティの第一歩を踏み出しているっていう状態なんです。 

それはどういうことかと言いますと、最初私データが大切っていうふうに申し上げましたけ

ど、この写真を見ていただくと、女性がなんかスマホちょっといじってますね。 

それからおじいちゃんとお孫さんが何かタブレットで何か見てます、映画を見ていたりする

のかな。 

それから、女性が何か棚からものをとってそのあと買い物するんだろうっていう絵です。 

あと学校で手を挙げて勉強しているところがあります。これらすべてもう全部データ化され

ています。スマホいじってると、誰がどこでスマホいじっているって分かっているし、おじ

いちゃんと孫さんが映画を見ていると、いつどんな映画を見ていたかってのが分かっている

し、それから買い物をしたら全部そこで、誰が何を買って幾ら払ったってＰＯＳのデータと

か全部貯められていますし、学校でも今タブレット教育が始まっていて、この子の苦手な問

題はこれなので、もう1回この問題を出しましょうみたいなことが、ＡＩがそれを分析して出
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すみたいなことも言われてます。つまり、もうすでに何となくデータが集まるっていうとこ

ろは始まっているので、皆さんはもうすでにスマートシティに住んでるんだと思っておかし

くないと思います。これがデータが活用され始めていますよっていう一つの例です。 

もう一つ、ちょっとこれ難しい絵なんですけども、持続可能な都市地域づくりをしようとす

る、これスマートシティで覚えてくださいねって言った三つ目のとこですけど、持続可能な

都市地域づくりに必要なことっていうのが地域と一緒にやらなければいけない大きな二つの

ことがあるということを表してる図です。 

というのは青いほうテクノロジーと書いてますけど、技術を使って、何かの課題を解決しま

しょうということをやっていきます。これは地域の課題を解決するということです。 

その地域の課題を解決するということと、それによって何かの価値を創造するということを

両方やらなければ持続しませんということを言いたい。そういう図になってます。つまり課

題は解決しました。ただ、ものすごいお金かかりましたってなると持続はしないんですね。 

来年もまたをそれだけ同じお金をかけなくちゃいけないですかとかいう話になっちゃうの

で、重要な課題を解決するんだけど、解決したその策がきちんと回っていく。コストがそん

なにかからないで進んでいくっていうようなことも考えなければいけないと思っています。 

例えばの例としてこんな世界をちょっと描いてみてやってみましたっていうのを聞いていた

だきたいと思います。これは去年三重県の南三陸市で京都のアミタさんっていう会社と一緒

にやらせてもらった実証実験なんですけども、町の中にごみを集めるごみ収集ステーション

っていうのをテントを張って作りました。 

それを「MEGURUステーション」って呼んでるんですけども、MEGURUステーションというとこ

ろに地域の住民の皆様にごみを持って来てくださいというのをお願いしました。 

そのごみというのは一般の廃棄物の生ごみからプラスチックとか、そういう分別するべきゴ

ミみたいなもの全部持ってきてもらったんですけどもってきてもらった人には、今日来てく

れたんですねありがとうございますと言って感謝のポイントをお渡しする、感謝100ポイント

みたいなのをお渡しするということをやりました。 

住民の皆さんは感謝のポイントをもらったら、その感謝のポイントで、そのMEGURUステーシ

ョンっていう中でやっているコーヒーショップでコーヒーが飲めましたとか、もうちょっと

ポイントを集めるとお米がもらえました。 

とか、或いは幼稚園のクリスマスの時期用のクリスマスツリーを作るための寄付にしました

とかというようなことができるようにそんな仕組みを作りました。 

これを10月と11月、2ヶ月間やっていくと、最初はあまり興味がない風だった地元の皆さんも

どんどん来てくれるようになりました。 

ゴミを収集するということは普通ごみを業者が取りに行かなくちゃいけないんだけれども、

持ってきてくれるもんだからまず収集が省力化できるっていうことがわかりました。 

それから、ごみをその場で分別してもらうんですけども、分別の精度が大変上がりました。 

そういうような良いことが起こったとともにさらにこれ楽しいねっていうふうに言ってくれ

る人がたくさん現れてきました。 

それはごみを持ってきてるだけなのに、ポイントがもらえてコーヒーが飲めて、実はそこに

近所の昔から知っているコミュニティの人達近所の人なので、その人が座っていて久しぶり

ねとお話をした、お話をしてるうちにさっきのポイントで買ったコーヒーを飲んでお話をし

ているうちに、何か昔話に花が咲いて楽しかった。また明日も行きたいわと言ってごみがな

いけれども行くみたいなことが起こった 
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それは、心の健康にどうも寄与したみたいっていうようなことがわかりました。 

そうすると、そういうことが結果として分かってきたので、2ヶ月やってみて、ごみの収集の

省力化ができたら担い手不足に対応できるんじゃないか。つまり、人を雇わなくても済むん

じゃないだろうかとか、ごみ分別の精度向上ができたら、 

ごみの削減ができるから、皆さんがごみ処理をする生ごみが実際の例として燃やすごみが半

分になったって言ってました。分別したので、燃やして焼却するしかないごみは半分になっ

たと言ってます。 

そうすると、ある地域では多分生ごみを処理するのに、わざわざ高い袋を買って燃やすごみ

に回さなくちゃいけないっていう、税金を払わなくちゃいけないところは少なくて済む、量

が少ないということはそういうのが少なくて済む、みたいになるんじゃないかというのがわ

かってきました。 

つまり、お金の面でもこの仕組みっていうのはもしかすると、持続可能な仕組みになって

るんじゃないのというふうなことがわかってきて、今年度もこれは現地で続けていってま

す。 

例えばこんなことが住民の皆さんとの協力、それから感謝ありがとうというものを流通させ

るＩＴの力。それからコミュニティを形成していって、どこかで持続ができるような何か、

お金を生み出すようなことを組み合わせてやっていく。こんなのが小さな地域ですけども、

スマートシティの中で起こることの一つだと私は思っています。 

もうちょっと少し技術チックなところに話を目を向けると、もうすぐこんなことができます

よっていうことを先ほど前のお三方も言ってくださいました。カメラが町中にあったらこん

なことができますよっていうのがあります。 

例えばカメラで顔認証すると、家の鍵を持たないで玄関に入ると玄関の上にカメラがあっ

て、自動的に鍵が空きましたなんていう世界は実はもうすでにできています。マンションの

ドアにマンションの住人の人達が立った場合は自動ドアが開くけど一般の人が立った場合は

自動ドア開かないみたいなそんな仕組みはもうすでにできていて運用しています。 

それから迷子、右上には、この写真の子を探してくださいって言ったら入口の横にいますよ

みたいなことが出てきたりする。これ迷子を探す、これ池澤さんの例にもありましたね、行

方不明になった方を探すみたいなことにも使えるかもしれない。 

それから下の例は今自分はどこそこにいるんだけれども、もうすぐ家に着きそうだっていう

時に宅配の事業者の方がいらした。そしたら宅配の事業者の方にもうちょっと到着するから

待ってねっていうメールが自動的に飛ぶみたいなこともできるようになるかもしれない。こ

んなことが起こりうるんじゃないかと思っています。 

もう一つの例は、例えばバスやタクシーをもっと便利に使うような何かの仕掛けができるん

じゃないか。これは先生んとこにもありましたね。自分の手元のスマートフォンから私今タ

クシー乗りたいっていうのを入力してもらって乗りたい、乗りたい、乗りたいっていうのが

たくさん集まったら、そこにタクシーを配車するだとか、みんながどういう時間体には乗り

たいと言ってるからバスを優先的にそこに回そうみたいなことができるかもしれない。これ

今田原地区では交通の不便さというのが一つの課題であるというのがありましたけれども、 

コミュニティバスをうまく回すためにもニーズをきちんと拾ってバスを運用するっていうこ

とをすればコストそんなかけずにできるのかもしれないみたいなことを考えています。 

こんなことができるのもデータがあり、ＩＴの力があって住民の皆さんの協力があるから、

できるかもしれないこと。 
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もう一つ、これは前のお三方がおっしゃらなかったことなんですけども。 

不安はあるんじゃないかなと思います。 

でも、やっぱりこれもＩＴの力を使って不安を解消していこうというふうに思っています。 

だから、現時点でぜひお任せくださいと。 

言いたいところなんですが、まだまだ不備もあると思います。でもこんなつもりですってい

うのを少しご紹介します。 

例えば、前段の池澤さんのプレゼンにありましたけど、いろんなデータを集めてガッチャン

コする。 

だよねみたいなこと言ってましたけれども、その集めるデータがカメラの画像データとしま

す。そうすると、 

カメラっていうものには人間の顔が写っていますから、その人間の顔が写った私重松宏幸と

いう人間が今ここにいるぞあそこにいるぞっていうのが時間を経るごとに分かっていくみた

いな情報が生のデータとして 

蓄積されてしまうと、もしその生のデータが流出したら、私がいつどこに誰といたんだとい

うことが、妻にばれてまずいなんてことが起こるかもしれない。そんなことはしてませんけ

れども。でもその情報を渡さなければ、私がここにいるから、私のためにこんなサービスを

してくださいということはできないわけですね。 

だからデータは、蓄積させなければいけない。でも、生のデータは蓄積させるわけにはいか

ない。だからそこにちょっと字が小さいんですが、情報共通プラットフォームっていうとこ

ろには匿名化、透明化された、メタデータと呼びますけれども、透明化されて匿名化された

データだけが抽出されて蓄積されるみたいなふうに、これも技術でこういうことができるよ

うになります。 

そうすれば、私という個人を特定しない形で共通プラットフォームにデータが入ってそれが

都市計画に使われる、エリアマネジメント使える、迷子徘徊対策に使われる、防災に使われ

る、犯罪の捜査に使われるというふうにできていく。 

いうような形になるはずです。なるような仕掛けを我々も今提供しようとしています。 

それから、よくウイルスのＰＣを使われる方は同じかもしれませんけどウイルスに感染しま

したみたいな、そんな画面が出てくるかもしれませんけど、今はカメラも中はコンピュータ

ーになっている。そのカメラの中に入ってるコンピューターには割合、弱いソフトウェアが

走っていて、よくウイルスに侵されたりします。こういうのもうまくガードするっていうの

は、それもＩＴの力でできるようになっています。 

そういう機能を提供していきたいというふうに思っています。 

ですので、我々が作っていく。今からともにつくるスマートシティというのは、便利で安心

安全なまちになるはずです。そうするように持っていきましょう。 

その上でこの都市、この四條畷という市が将来的にもずっと持続できるような、将来の変化

に対応できるような町にするための仕掛けを作るというふうに思いましょう。そう考えて、

ぜひそんなスマートシティの住民に一緒になりましょうということも今日言いたくて、この

プレゼンテーションをしました。 

最後に少しだけ後30秒ありますので、今外でデモンストレーションとして笑顔を診断するゲ

ームとか、この人とこの人は似てますねというゲームとかを置いています。ぜひ楽しんでみ

てください。これは先ほどカメラに人の顔がうつったら例えば鍵が開くよねみたいなことを

いう個人を認証する技術とかいうのをわかりやすく親しみやすくしているものなのでぜひ体
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験してみてください。 

それから最後に歩行姿勢を測定するシステムも置いてあります。これも人間の動きがデータ

化されるっていう例なので、ぜひ試してみてください。 

以上です。ありがとうございました。 

 

 

司会）重松様ありがとうございました。 

 

はい。続きましてですが、関西電力株式会社地域開発グループから室竜二様からご講演いた

だきます。講演のテーマは「四條畷にぴったり身近で楽しいスマートシティの基本大公開」

です。よろしくお願いします。 

 

 

【「四條畷市にぴったり！身近で楽しいスマートシティの基本大公開」関西電力株式会社 営

業本部 地域開発部門 地域開発グループ 課長 室龍二】 

 

室）関西電力の室と申します。よろしくお願いいたします。 

疲れましたね。大分良い話がたくさんあったので、僕もかなり真剣に聞いてしまったんです

けれども、これで終わりです。 

最後の10分です。一緒に頑張りましょうということですね。 

四條畷市にぴったりということで、もう皆さんお気づきだと思うんですけども、いろんなポ

イントでですね実はスマートシティが成功しそうなにおいがこの町にぷんぷんしてます。そ

ういう話をちょっとしていきたいなと思います。スマートシティって何か。これは今日の総

括という形でちょっと説明したいなと。 

スマートシティ自体はですね、今すでに始まっているということです。5年後10年後の話では

ないというところをちょっとご理解いただいてですね、とはいえ、将来の技術の話もしてみ

んなで力を合わせていきましょうという形で進めていけたらいいかなと思います。 

スマートシティって何ということで、今日いろいろ話聞いておられたんで、イメージ湧くか

なと思うんですけれども、最後に運動も兼ねまして、手を挙げていただきます。 

私いろんな場所でお話するんですけど、例えば愛知県とか行くとですね、皆さん生真面目な

ので、挙げてくださいって言うと挙げてくれるんですけどね。関西の方は、自信があるとき

だけを上げるんですよ。自信がなくなった瞬間に下向くんですよ。これ許しません。今日全

員参加型なので、よろしくお願いします。 

じゃあですね、スマートシティはどんな町。最先端の技術を駆使した町なのか、いやいや住

民が望む住みやすいまちなのか。 

どっちか選んでください。 

１番だと思う方。 

２番だと思う方。 

今日ですねお話ありました。これ両方なんですね、最先端の技術を駆使して住民が望むまち

なんですけれども、皆さんの立場から言うとですね、技術はどうでもいいんです。 

自分たちが進みやすいかどうかってのが一番大事です。技術を使うのは、我々業者がやりま

すので、皆さんがどうゆう暮らしをしたいかってのが非常に大事です。 
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こっちですね。 

スマートシティは誰が中心ですか。国、自治体、大学、企業、住民どれだと思いますか。 

国だと思う方一番。 

自治体だと思う方。 

はい。そろそろ挙げません。大学だと思う方。 

企業だと思う方。 

住民だと思う方。 

すいませんねもうわかりやすいクイズで住民に決まっとるというお話です。住民の方が中心

になって初めて上手くいく。ですから、スマートシティって言われてる町が各地域にありま

す。ほとんどがですね、大手の企業さんが独自の技術でやってる町なんですね。 

全然住みやすくないんです。 

住みやすいかどうかが大事。住みやすいのを決めるのは、住民ということになりますので、

皆さんが中心です。 

今日いろいろ出てきましたけれども、やっぱり行政と言ってもですね、やっぱり国よりも、

自治体の方ですね、自治体さんの方が皆さん近いですから、そういった形で進めていくとい

うのが非常に大事です。 

スマートシティーでどんな暮らしをしたいと。 

いうのでですね私初めてここに来たときに、今日もいろいろありましてこの絵葉書いただき

ましてね、緑がたくさんあるとかってすごいこと言うなと思ってたんですけど。 

スマートシティってどんな暮らしをしたいかっていうのは、究極的にはですね、住民の方々

それぞれに思いがあっていいわけですね。 

議論をしながら、みんなで一つの方向に向かっていくと、いうことになるんですけれども、

どんな暮らしがしたいと言われてですね。 

こんな暮らしがしたいと。手を挙げていただける方いらっしゃいますか。 

答えはありませんので。 

なかなか厳しい。それではですね。景品をつけましょう。 

関西電力のキャラクターグッズピタパですね。 

ゆるキャラで有名ピタパのお弁当箱付けさせていただきます。これは答えございませんの

で、はいこんな暮らしがしたい。 

弁当箱では駄目ですか。わかりました。関西電力で最高のプレゼントピタパぬいぐるみ。こ

れは、高いです。今日一個しかありません。そろそろ皆さん手上げてもいいかなと。誰も手

を挙げなかったら市長さんに行きますんで。 

 

ありがとうございます。 

もう簡単でいいですよ。どんな暮らしがしたい。はい。 

 

市民）認知症になっても、自分の家で暮らしたいと思うんですが、安全に家に帰れる町がで

きたらいいなあと。 

一人で暮らせるような。 

 

室）ありがとう。皆さんこれこれ。ありがとうございます。 

えーっとですねこれは本当に切実なことだと思います。私実はですねおばあちゃんが96歳ま



28 

 

で生きてくれたんですけどね、88歳の時に、階段から落ちて腰を折ってしまって、1ヶ月で認

知症なりました。そっから8年ぐらいですね、頑張ってくれたんですけれども、本当に1人で

生きていきたいという気持ちがたくさんあると思います。ですから、前見ていただきたいん

ですけれども、自動運転だとか医療介護だとかっていろいろあるんですけどね。やっぱりコ

ミュニティですね、1人では生きていけないので、1人で生きていきたいけど、みんなで助け

合いながら生きていける町なんです。ですから私はスマートシティの根幹はコミュニティだ

と思ってるんですけど。 

コミュニティづくりっていうのを本気でやっていく、スマートシティがもしですねこの四條

畷市でできたら本当に幸せなまちになると思うんですね、すいません。ありがとうございま

した。やっぱりそういうことを考えながらですねスマートシティを進めていきたいなと。 

思います。 

スマートシティはいつ実現しますかと。いやもう実現してるよと。いや今日からいこうか

と。いやいやちょっと待ってや5年ぐらいと、皆さん10年ぐらいかかるだろうと。これは皆さ

ん気持ちをお聞きしたいなというふうに思います。 

1番だと思う方。結構手が挙がりました。 

2番だと思う方。 

3番だと思う方。 

4番だと思う方。 

えっとですね、ゴールがあるものではないので、今日からいきます。いいですか。今日から

いきますよ。スマートシティと言われた瞬間に四條畷市と皆さん答えるようにしてくださ

い。 

いろんな人がおはよう四條畷市はスマートシティってこういう形で、 

みんなで意識していくことが大事です。これ本当に大事なんですね。ですから今日からいき

ます。 

技術の話もしないといけないですね、お前好き勝手しゃべって帰るんかということになりま

すので、関西電力の話もちょっとしないといけないです。 

例えばですね、寒い日、エアコンつけて暖房してます。 

ちょっと買い物に行くとすると何時間ぐらいだったら付けっ放しのほうがいいかわかります

か？普通だったらエアコン消していきますよね。なんですけど、エアコンてつけたときは一

番電気使うんですよ。 

切ったりつけたり切ったりつけたりするのが一番電気代かかるんですね。 

ていうことを知ってる人はこういうことを聞いてるんです。 

30分ぐらいだったらつけっ放ししてもいい。いや2時間ぐらいいけるだろう。6時間ぐらいい

けるだろう。 

これ答えがなかなかないんですね、要は家の広さ天井の高さ断熱性能いろいろあるんですけ

ど、一般的にどれぐらいと我々が該当してるか。 

1番だと思う方。 

2番だと思う方。 

3番だと思う方。 

実はですね我々は大体、2番で答えます。2、3時間ぐらいだったらもうつけっ放しにしててい

いですよ。 

なんですけどもっと言うとですねこんなことを考えてるのがまた日本人だけですよね。 
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例えば、欧米の方は、旅行に行くとき暖房をつけていきますよね。あり得ないと思ってるの

は日本人だけで、人が住んでる場所っていうのは温かくしないといけないわけです。イギリ

ス保健所は19度以上に必ず保ってくださいっていうわけ。それが居室なんですね。国際的な

標準では、日本は自分の健康よりもですね、エネルギーを大事にしてしまうわけです。我々

も省エネと言い過ぎな部分があります。 

日本人は無茶苦茶省エネしてくれてるんで。でもやっぱり健康も大事ですよね。ですから、

よく言うんですけどね。 

部屋20度なわけです。昔はちゃんちゃんことか着てますけど薄着ですよね。廊下に出たら15

度なんです。脱衣所行ったら10度なんです。そこで素っ裸になるわけです。お風呂入って42

度のお湯につかるんです。 

それは健康じゃないですよね。交通事故で亡くなる方は年間4000人ぐらいです。 

家の中で亡くなる方は1万4000人いらっしゃるんですね、ほとんどの方がお風呂場。冷たいと

ころでチャボンと入ったらですね血管がパンと広がるんで、失神して溺死してしまう。です

から、家の中は高くするっていうことも大事です。 

今暑いですね。関西電力いうと言われるんですよもう光熱費が怖くてと。あんたらいきなり

請求してくるからと。 

すいませんと先言うてよって言われるんですよ。また夏など電気代一気に払うんですね、僕

らドキドキするんですよ。お電話かかってくると。 

今はハピe見る電サービスというのがあります。家のメーターが10年ごとに厳密に七、八年ご

とに新しくなっていてですね新しくなったらこのサービスが現実的になるんですけど、30分

値といいましてね、30分どれだけで、これちょっとカメラ取るのやめてください我が家なん

で。 

すいませんこれ我が家の個人情報駄々洩れなんで。これが僕の家ですね、ポイントたくさん

ついてます、エリアでどれぐらいの電気を使っていますか。1万9971円使ってるんです。 

ちょっとね、今年家で実験しましてね。要は我慢せずにフルで電気を使ったら幾らかかるん

だろう。 

我が家はもうめちゃめちゃ省エネ家族だったんで、去年まではですね、7000円ぐらいだった

んです。 

エアコンつけるな図書館行け、と言ってたんですけど、今年もうね、使わない部屋も全部使

ってみたら、これぐらいいくんですね。ヒーッて感じです。 

ですから、こういうものがですね、1時間でどれぐらい使ってるかってのは日々確認ができる

ので、例えば1週間経った時にですねこれぐらいの金額になってるなっていうのがわかる時代

がもうすでに来てます。 

これ四條畷市さんですでにサービスさしていただいてるんですけど、見守りサービスOTTADE!

っていうのがあります。 

要はですね小学校から家に帰るときにですね、特定のポイントを通るとそこのポイントを通

りましたよ。 

こんなね、技術をちゃんとこう入れてるわけです。四條畷市さん。ＧＰＳってのありまして

ね、例えば子供携帯ってあるんですよ。 

こういうサービスがなかったんでうちの市には。 

子供携帯って2万円くらいするんですよね。またすぐ無くしよるんですよ。 

僕は2ヶ月で無くされましてね。もう嫁さん激怒しましたけど、これはやっぱりすばらしいの
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はＧＰＳでなくてですね、ポイントを決めるわけですね。だからそのポイント到達しかわか

らないわけです。 

なんだけど少なくとも小学校出たかとかはわかるわけです。公園通ったとか、我々の電柱を

使ってこういうサービスをしている。 

標準でそういうサービスが四條畷市の小学校に入ると受けられるわけ。有料払うと、具体的

にどこを取ってるかとかわかるわけ。 

OTTADE!ではなかなかできないと例えば僕がやってた子供携帯とかだと本当にどこ歩いてるか

わかるんですよ。うちね長男は正直なんですけど、次男はうそばっかりなんですよ。1回ね、

今日遊び行ってきたというと遊んできてない遊んできてないっていうんですよ。それ見せた

ら思いきり公園行ってるんですよ。だからかわいそうな時代だなっていう気もありますけ

ど、いろんなことが見えるようになってきてるということですね、今日ちょっと持ってきて

るんですけど。 

関西電力は鉄塔を持っています。事故がある度に上ってたわけですね。なんですけど、例え

ばですね今だったら下までいって、ドローン飛ばして何か問題ないかとかっていうのを今ま

でこう上って目視してたんですけど、そんな人いないわけです。 

そういう形になって将来的にはもう本当に事務所からですね山の上まで見に行けるような形

にしたいなというふうに思ってます。実際に使ってるドローンを展示してます。 

実際に使ってるやつなんで壊さないでください。職場でお願いしてお願いして持ってきてる

んで、お願いします。後程見てください。これほんまもんです。高いですよ。本当に使って

るやつなんで。 

これからの技術ということもあります。我々ちょっと資本関係あるんですが、ダイヘンさん

という会社のワイヤレス給電。例えば今、スマホでも普通接点があってぐっとさせますよ

ね。最近のやつは、充電器の上ににぽっと置くと充電するという形があるんですけど、この

ワイヤレス充電はちょっと変わって、特殊でして、距離があってもですね10センチ20センチ

あっても充電ができるというもので、今日実機は皆さん見てもわからないと思いますんで、

おもちゃを持ってきてます。要はですね電気が離しても、光ったままなんです。 

ぜひ見に行ってください。うちのブースにございますので、それとですね話は変わりますが

今日皆さんに関西電力の手ぬぐいを持ってきてます全員分。必ずブースに来て一個ずつお配

りしますんで。それはいいとしてですね。 

ＥＶでいくとですね、もう多分車ＥＶに代っていきます。ＥＶの最大の問題は長距離行くと

きに充電が困るということなんですね、逆に言うと、街乗りはほとんどの電池使わないわけ

です。 

ですから、例えば週末にですね、本当に遠くに行くっていうことのために今ＥＶってのはど

んどんどんどん高くなってるわけです。 

逆に言うと本当に古いちょっとしか使わない電池でも街だけで使うんであれば、十分使える

わけです。 

今回皆さん紹介するそのワイヤレス給電は一気に大きな電池を給電することはできないです

けれども、この街乗りであればですね十分使えるわけ。 

ですから、技術を我々の暮らしに合わせるということもあればですね、暮らしを技術に合わ

せるっていうのも一つの知恵なわけですね。 

今ですね大阪城で実証実験をやってます。これジャイアンっていう小型ですけれども、公園

を管理されてる方々が、使ってるんですけど、ちょっとすごいことがわかりますよね。結局
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公園の管理事務所って行くとこ決まってるわけです公園の中だから、ほとんど電気使わない

わけ。 

どうなるかっていうと、これ駐車してる間に充電してくれるので。普通なんかＥＶといった

らですねガソリン車より使いにくいって話があるんですけど、ガソリン車って必ず給油しな

いといけないんですよね。 

これ給油いらないわけです。無茶苦茶使いやすいと。ですから、こういうところにですね、

将来の可能性があるのかなと思ってますし、オプテージという会社がありますeo光っていう

光通信ですね、やってる会社ですマイネオとかっていう携帯電話もございますが、さっきか

らデータ、データっていう話があります。その社会のデータをどう集めて活用するか。 

難しく考えると、今からっていう形になるんですけど、例えばこのオプテージという会社を

ですね、三ノ宮市の駅前で実証実験をやっておりましてね、もともとカメラでどんな人が動

くかっていうのを取ろうと思ったんですけど、プライバシーの問題がありまして、なかなか

うまくいかなかった。 

人流センサ、要は人が通ってるだけっていうことだったんですけど実は、例えばこの道をふ

さぐとどこの商店街に歩行者が流れるのかって言うのは、いろんなことがわかってきまして

ね、今三宮市さんと一緒に駅前の商店街をどう活性化させるかっていうのをやらせていただ

いてます。ですから、できることってたくさんあるんですねすでに。ただやっぱり情報が少

ないですから、今からいろんな情報が来ます。 

その情報をどう使っていくかっていうので、これはみんなで力をしていかないといけないの

で、そういうこともやっていきたいなと。 

最後ですね、自分のまちの課題をということで、あの人、関西電力の話しなのに関西電力の

話あまりせえへんかったなと。 

一応最後言いますね。関西電力なので、当然エネルギーを中心に皆さんに提案していくわけ

ですけど、もう電柱も立ってます鉄塔も立ってるわけですよ。もうこの町から逃げられない

んです。ですからもう皆さんと一緒に頑張っていきます。 

いいですか、もう我々逃げられません。そうなってくるとですね実はやっぱりそのエリアマ

ネジメント、コミュニティをどうして行くか。 

関西電力が自治会の運営を協力しますみたいな時代が来るかもしれない。自動運転とかです

ね、ラストワンマイル運転っていうんですけど、要はバス停までどうにかしてくれこれ多い

んですね。やっぱり郊外の住宅地に行くと結構な坂なので。バスは来てくれていると、バス

停までをどうにかして。こういうニーズってなかなか自動車会社がどうにかできるのかって

いう場所ではないわけ。コミュニティで考えることになってきた時にもしかしたらやっぱり

関西電力が一緒にやっていくことなのかなと。 

セキュリティもそうですね。そういうものをやっていくっていう部署に私おります。ですか

ら、このスマートシティ推進フォーラムの中で皆さんとともに、いろんなことができたらい

いなと思ってます。最後ですね、もう最初からずっと言ってますスマートシティは皆さんの

目指すまちづくりです。 

答えは皆さんの中にしかないっていうことですね。技術はねたくさんあるんですよ本当に。

それをどうアレンジするかということになります。スマートシティに答えもゴールもありま

せんということですね、なんかができたら終わりましたっていうことではなくてもずーっと

続けていかないといけないです。人は年々減っていきます。体もだんだん動かなくなりま

す。ということは機械にやってもらうか、何らかのサービスをつけるかってことになってく
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るわけですね、ゴールがないっていうことです。ですから逆に言うと、もう今日から四條畷

市さんっていうのはもうスマートシティなんだと。胸を張ってですね、言いまくっていただ

きたいと。そう言ってるとですね大体本当にそういうまちになってくるわけですね。 

やっぱり国の補助金とか見てますとね、大体都心部の再開発か、過疎地か観光地なんです。 

わかります。ベットタウンってなかなかね一番重要なんですけど、やりづらいんです。なぜ

かっていうと、そこにもう住民が住んでおられるので、国が右とか左とかってももう動かな

いわけです。 

ですから、皆さんが住んでるこのベッドタウンである四條畷市をどうするかっていうのは逆

に皆さんに責任があるということになりますので、我々としてもできる限りご協力をさせて

いただきますが、主体は間違いなく住民の方々ということも含めてですね、今日またブース

を見ていただけたらいいかなというふうに思います。 

僕の説明、なかなか面白かったでしょ。自分で言うなとよく言われるんですけど、ブースに

おりますので、今日せっかく皆さん来ていただきましたんで、ぜひブースの方に来ていただ

けたらというふうに思います。今日はどうもありがとうございました。 

 

 

司会）室様ありがとうございました。 

これで第一部は終了となります。事前にお渡ししております黄色い質問カードですが、一部

の講演、ただいまの講演を聞きになりましてスマートシティに対するご質問等ありました

ら、ご記入いただきまして、出口付近にかごを設けておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

次に、お気づきの方もおられるかと思いますが、会場の後方のパネルに子ども達の絵を展示

しております。この絵は、平成23年に田原の子供たちに四條畷の未来について書いていただ

いたものです。 

この中にはもうすでに技術的に実現しているものも実際にございます。当時の子ども達のコ

メントもあわせてご覧いただければなと思っております。よろしくお願いします。第二部は

パネルディスカッションになります。16時20分からの予定となっておりますのでこの会場に

お集まりください。 

 

3階ではドローンの体験でありますとか1階で、各体験・展示ブースがありますので、それま

での間、展示体験ブースをお楽しみいただきたいと思います。それではありがとうございま

した。 

 
 


